
開業当初のコンセプトが曖昧になる
　秋田市仁井田本町の住宅街にあるT-COMFORT

（ティー・コンフォート）は、株式会社たけや製パンが
店舗事業の一環として10年ほど前にオープンさせ
た。店舗内で焼いたパンを販売したりカフェを設けて
お客様にくつろいでもらうなど、一定のコンセプトは
あったものの、10年の間にそのコンセプトが曖昧に
なっていた。パンではなく菓子類が目につく場所に並
べられていたり、カフェではあまりにもメニュー構成
を広げすぎていた。
　今年度から本格的に天然酵母パンをつくって販売す
るにあたり、店内レイアウトやカフェのメニュー構成
など広範に見直しをしてリニューアルを図ることに
なった。

改めて原点に立ち返るリニューアル
　「私どもは“原点回帰”と考えています。当社がこの
店舗で何をやりたかったのか、もう一度原点に立ち返
ろうということです」（池田民夫生産部次長）
　リニューアルにあたっては、あきた企業活性化セン
ターの専門家派遣事業を利用し、フードコーディネー

ターの指導を仰いだ。販売商品の構成や配置、雑多に
なってしまったメニュー構成など、すべてフード
コーディネーターの指導で見直しを図り、カフェで
は基本的に天然酵母のパンとサラダとスープのセッ
トで食べてもらうというコンセプトに改めた。
　店内に並べられるパンのプライスカードには、品
名と値段の他に一言コメントも書かれている。その
コメントはそれぞれのスタッフが考えて書いてい
る。これもフードコーディネーターのアドバイスで、
従業員も一人一人が考えて仕事に向き合い、モチ
ベーションを高めることができている。

戦略商品で差別化を図るのが最終目標
　現在は国の補助金を利用してパンを焼くための石
窯の導入を計画している。横手市大雄で栽培されて
いるホップの葉から発酵種をつくり、この石窯を
使って天然酵母パンづくりが出来た時に、今回のリ
ニューアルの最終目標としていた“県産原料を使った
天然酵母パン”の製造販売が達成される。

製造業の店舗事業部門として開業したものの、長い年月の間に
本来のコンセプトが曖昧になり、事業の方向性が定まらなく
なってきていた。そこで専門家の指導を受けて、原点に立ち返
るべく抜本的な見直しを図ることにした。

T-COMFORT
（ティー・コンフォート／株式会社たけや製パン）

創業や経営の向上を図ろうとする中小企業者等が抱える様々な
課題に対し、当センター登録の民間専門家を派遣し、課題解決の
ための診断・助言を実施します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

よい香りを放つ
天然酵母パンを求めて

若いお客も増えた。

1 以前は客足もまばらだったカフェも
メニュー構成の変更などで平日でも
賑わっている。

2 天然酵母パンの本格販売は、池田民夫
生産部次長（製品企画・T-COMFORT
担当）の長年の夢でもあった。

3 リニューアル前の店舗では中央に和
菓子が並べられ店の方向性が曖昧に
なっていた。

4 リニューアル後は戦略商品である自
家製天然酵母パンを中心に据えたレ
イアウトにした。

〒010-1421 
秋田県秋田市仁井田本町5丁目11-2
Tel. 018-826-0421
Fax. 018-826-0420
http://www.t-comfort.jp/

曖昧になった開業時のコンセプト
リニューアルで原点回帰を目指す

専門家派遣事業

ピーク時の20分の1にまで激減しているという和室向け木製
品の需要。その資源と製造技術を生かして海外向け製品の開発
に着手。海外市場のニーズにマッチした製品づくりにあきた産
業デザイン支援センターの協力を仰ぐ。

菊地合板木工株式会社

展示会には
和室のモックアップを持ち込んで

商談に臨む。

〒018-1711 
秋田県南秋田郡五城目町高崎字里下82-3
Tel. 018-852-4105　
Fax. 018-852-4991
http://kikuchi-mokko.com/

和室向け製品の市場縮小見据え
技術を生かして海外向け製品開発

あきた産業デザイン支援センター事業

事業の解説

1 2 3 4

専門家派遣事業
伝統的工芸品をはじめとする県内製造業を対象に、産業デザイン・
製品開発・マーケティング等について専門的な助言を行います。ま
た、「あきた産業デザイン協議会」と連携し、県内企業への産業デザ
インの導入を促進します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／あきた産業デザイン支援センターまで。

1 伝統的な建具の技術を生かしなが
ら欧米人好みのデザインを取り入
れる。

2 海外市場の開拓に力を入れている菊
地成一社長。

3 化粧ばり集成材の製造が現在の事
業の主軸。集成材の製造に威力を発
揮する回転式コンポーザー。

4 秋田杉の無垢材を使ったドアの商
品開発にも取り組んでいる。

事業の解説

1 2 3 4

あきた産業デザイン支援センター事業

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

和室建具の製造技術を海外向け製品に
　五城目町の菊地合板木工株式会社は、張り天井の製
造会社として昭和35年に創業した。昭和42年に集成
材製造設備を導入し、現在は集成材に杉や檜などの化
粧単板を張ったもので柱、鴨居、敷居など、和室用の部
材を製造しハウスメーカーに供給している。
　障子や襖なども「ユニット建具」と呼ばれる組み立
て式の製品を開発して、時代感覚にあった住宅用木工
製品の製造に取り組んでいる。
　しかし現代は住宅の洋風化で純然たる和室はピー
ク時の20分の1にまで減っていると言われ、和室向
け製品の製造だけでは頭打ちになってしまう状況に
ある。
　そのため菊地合板木工では、和室部材や建具の製造
技術を生かして海外に売れる製品をつくれないかと
模索している。その足がかりとして、障子の構造と技
術を生かしたスクリーン（衝立）をヨーロッパに売り
込むところからスタートさせた。これまでにフランス
やロシアにも商談に出向いている。
　現地の評価は高いが、コンテナ単位での取引でない
と採算が取れないため、大口の買い手を探すのが課題
となっている。

産業デザイン支援センターの協力を仰ぐ
　海外向けの製品は、単に日本風であれば良いとい
う訳ではなく、たとえばロシアのバイヤーからは、紙
の部分にオランダ風車やエッフェル塔、ベニスのゴ
ンドラを刷り込んでほしいという要望があった。
　そのような海外の顧客の要求に的確に応え、迅速
に対応するべく、同社ではあきた産業デザイン支援
センターの協力を仰いでいる。
　今は、同じくロシアから、棚板のついたスクリーン
がつくれないかという要望があり試作を進めている
ところだが、同センターから仕上がり予想イメージ
といえるレンダリングの作成協力を仰ぎ、開発スケ
ジュールの大幅な短縮を可能にしている。

先遣隊の思いで海外展開を続ける
　菊地合板木工は平成13年には中国に進出して現地
生産を行っており、海外進出には一定の経験とノウ
ハウがある。菊地成一社長は「秋田の会社が海外を目
指す時に私どもも何かしらのお力添えが出来るので
はないか。そういう“先遣隊”の思いで海外展開をして
います」と地元への強い思いを持っている。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です
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